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tissue-derived regenerative cells: ADRCs）を用い骨格筋損傷後の筋再生促進効果につ
いて明らかにすることを本研究の目的とした。 
移植細胞としてヒト ADRCs とヒト単核球（MNCs）を準備し、実験動物は 9週齢の雌ヌード 
ラットを用いた。ADRCsは Cytori Therapeutics社からヒト皮下脂肪組織より Celutionを
用いて単離されたものを購入し、MNCsは Lonza社から購入した。骨格筋損傷モデルはラッ
トの前脛骨筋の筋腹中央部に長さ 6 ㎜、幅４㎜、深さ 5 ㎜の損傷を加え作成し、筋膜縫合
を行った後に損傷部に 1×105個のヒト ADRCs を注入した（ADRC 群）。またコントロールと
して 1×105個のヒト単核球を投与した群（MNC群）と PBSのみを損傷部に注入した群（PBS
群）を作製した。評価として、移植部の肉眼的評価、患健側比による筋湿重量の計測、腓
骨神経電気刺激による筋収縮力評価を移植後 1 週と 4 週で行った。さらに組織学的評価と
してマッソントリクローム染色を行い、瘢痕組織の定量的評価と再生筋線維の筋径の計測
を移植後 1 週・4 週で評価した。免疫組織学的評価においては移植後 1 週で評価し、新生
血管の定量的評価として rat endothelial cell antigen-1（RECA-1）、von Villebrand factor 
(vWF)、筋再生の定量的評価として Desmin、移植細胞の確認にヒト特異的ミトコンドリア 
(h-mit) を用いた。 
結果は以下の通りである。肉眼的評価では、1 週、4 週共に ADRC 群において有意に損傷部
の治癒を認めた。しかしながら筋湿重量比では各群において有意差を認めなかった。損傷













 以上の結果から、本論文は骨格筋損傷に対するヒト脂肪組織由来再生細胞 ADRCs の移植
は骨格筋を早期かつ良好に機能回復させ、臨床応用できる新たな可能性を示しており、整
形外科の発展に貢献することが大きい。よって審査委員会委員全員は、本論文が著者に博
士（医学）の学位を授与するに十分な価値のあるものと認めた。 
 
 
 
 
